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鳴門海峡を航行する場合の注意事項

鳴門海峡は、海峡の幅が狭く潮流が複雑で極めて強い、日本
有数の船舶交通の難所です。船舶を運航する場合は、次の点
に十分注意し、無理な通航は避けましょう。

次の場合には、鳴門海峡の通峡を避けることが望ましい

　１　潮流の最強時前後

　２　暗夜及び視界不良のとき

　３　天候不良のとき

　４　潮流と反対方向の風が強く吹くとき

　５　大型船舶及び地理不案内の船舶は上記にかかわらず通峡は避ける

船舶の運航者は、海上保安庁発行の海図、潮汐表、瀬戸内海水路誌
などを参照し、余裕ある航海計画を立てましょう。

潮汐表の予報点より強い流れ！

潮汐表記載の予報点

潮流の強烈なところ（平成１４年度観測）
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注意：潮流の強烈な所は、北流時には門埼と飛島とを連ねた一線以北、南流時には孫埼と門埼
を連ねた一線以南です。潮流はこの一線を通過すると急に流速を増します。
平成１４年度の観測では潮汐表記載の予報点における流れと比較して、約１．１～１．３倍の強い
流れが発生していることを確認しています。
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